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1 はじめに
近年，家庭内での LANの構築が進み，家電がホー
ムネットワークを形成しつつある．更に，無線 LANが
利用可能な携帯電話の登場によって，携帯電話がホー
ムネットワークに参加するということが現実的となっ
た．我々はこのような環境を想定し，携帯電話をコン
トロールポイント（CP）として，入出力ストリームを
ホームネットワーク上のデジタル情報家電へシームレ
スにセッション転送する方法を提案している [1] ．
上記の提案方式は，SIP（Session Initiation

Protocol[2] を用い，CP の制御によってオーディオ，
ビデオ各メディアストリームを自由に情報家電へ転送，
情報家電間で転送，CPへ返納を可能とする．本稿で
は特に，入出力メディアストリームを中継し，目的の
情報家電へメディアストリームを転送する機能を持つ
B2BUA（Back to Back User Agent）の検討と開発に
ついて述べる．

2 情報家電へのセッション転送
2.1 アーキテクチャ概要
図 1に，本稿で提案する情報家電へのセッション転送

アーキテクチャの概要を示す．本アーキテクチャは，通
信相手（CN），セッションを制御する携帯端末（CP），
ホームネットワークに参加可能かつSIPに対応したディ
スプレイやスピーカといったデバイス（Dev），ホーム
ネットワークとインターネットを接続し SIPに対応し
たホームゲートウェイ（GW）を基本構成要素とする．
各構成要素上では SIP UA（SIP User Agent）が動

作しており，基本的な SIPの呼制御に対応する．GW
上で動作するB2BUAは，CPからの転送開始メッセー
ジ（図 1の 1）を受け取ると，Dev，CNとそれぞれセッ
ションを確立し，CNからのメディアストリームをDev
へ，Devからのメディアストリームを CNへ転送する
(図 1の 2)．このように，B2BUAは実際の転送処理を
CPに代わって請け負い，CPへの負担を軽減する働き
を持つ．また，プライベートネットワーク側（ホーム
ネットワーク）とグローバルネットワーク側（インター
ネット）を担当する二つの SIP UAの機能を持ち，SIP
の NAT越えを容易にしている．
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図 1: セッション転送アーキテクチャ

図 2: セッション転送の開始

2.2 セッション転送の開始
図 2に，CPがCNと確立しているセッションをDev

へ転送するコールフローを示す．まず，CPによる第三
者呼制御（3PCC: 3rd Party Call Control）[3] によっ
て，B2BUAとDevの間でセッションを確立させる（図
2の 1）．ここで，CPから B2BUAへの INVITEリク
エスト（図 2の 2）が，B2BUAにおけるセッション転
送開始命令となる．この INVITEリクエストには，新
たに定義した CorrespondentNodeHeaderが含まれる．
このヘッダにはCPの通信相手（CN）の情報が格納さ
れている．B2BUAは後に CNに対して INVITEを行
うため，ここでCNの情報を記憶する．また，INVITE
リクエストの本文には，Devが利用可能なフォーマット
などのセッションに関する情報が記述されている SDP
（Session Description Protocol）[4] が含まれている．
B2BUAは後に CNに Devのセッション情報を伝える
ため，ここでDevの SDPを記憶する．次に，B2BUA
は CN に INVITE リクエストを送信し，B2BUA と
CNとの間でセッションを確立させる．この INVITE
リクエストには Devの SDPが含まれており，CNが
B2BUAに送信するメディアストリームは，Devに対
応したフォーマットとなる．最後に，B2BUA は CP
からの INVITEに対する 200OKを返信する．この時，
200OKにはCNの SDPが含まれており，Devに，CN
に対応したフォーマットのメディアストリームを要求
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図 3: デバイス間セッション転送

する．CNとのセッションが確立すると，Devからの
メディアストリームを CNへ，CNからのメディアス
トリームを Devへ転送する．以上で，CNは B2BUA
を介してDevとセッションを確立したことになり，CP
のセッションの，Devへの転送が完了する．

2.3 デバイス間セッション転送
図 3に，DevからDev2へのセッション転送のコール

フローを示す．図 2のコールフローの続きを想定して
おり，既に B2BUAを介して CNとDevでセッション
が確立されているものとする．デバイス間セッション
転送は，CPによるREFER[5]によって行われる（図 3
の 1）．ここで，Dev2からの INVITEリクエスト（図
3の 2）がB2BUAにおけるデバイス間セッション転送
開始命令となる．この INVITEリクエストには，SIP
の標準ヘッダであるReferredByヘッダが含まれる．こ
のヘッダには転送元の情報が格納されており，転送元
が CPであれば B2BUAはデバイス間セッション転送
処理を行う．まず，B2BUAはCNと再接続を行う（図
3 の 3）．ここで，B2BUA から CN への INVITE リ
クエストには Dev2の SDPが含まれており，CNから
B2BUAに送られるメディアストリームは Dev2に対
応したフォーマットとなる．なお，Devと Dev2が使
用するフォーマットが同一のものである場合，再接続
は省略可能となり，転送の高速化が可能となる．その
後，Dev2に 200OKを送信し，セッションを確立する．
以上で，CNはB2BUAを介してDev2とセッションを
確立したことになる．

2.4 セッションの返納
図 4に，Devへ転送したセッションを再びCPへ返納

する際のコールフローを示す．CPからの REFERリ
クエスト（図 4の 1）が B2BUAにおけるセッション
返納命令となる．この REFERリクエストには，我々
が定義したReferTypeHeaderが含まれており，この内
容が disconnectであれば B2BUAはセッション返納処
理を行う．現時点で B2BUAが確立しているセッショ
ンに対し BYEを送信し，セッションを切断する．そ
の結果，CNとCP間のセッションが残り，セッション
の返納が完了する．

3 実装及び動作確認
上記設計に基づき，ホームネットワーク内における
情報家電へのセッション転送の実装を行った．B2BUA
は，NIST [6] が公開している SIP-Communicator [7]
をベースに必要な機能を拡張した．

図 4: セッションの返納

Dev及びDev2には SIP-Communicatorをそのまま
使用し，CP，CNには，新たに CPの機能を持つよう
改良を加えた対応 SIP UA を使用した．現段階では，
CP，CNは携帯電話上に実装せず，開発の容易な PC
上に実装している．動作確認では５台の PCを同一プ
ライベートネットワークに接続し，それぞれの PC上
では B2BUA，CP，CN，Dev，Dev2を動作させた．
以上の環境において，前述の基本セッション転送，デ
バイス間セッション転送，セッションの返納の処理が正
常に動作することを確認した．現在，デバイス間セッ
ション転送における再接続を省略する機能と，音声と
映像の各ストリームを独立にセッション転送する機能
を実装中である．

4 まとめ
本稿では，携帯電話をコントロールポイントとして，
ホームネットワーク内におけるデバイスへのフレキシブ
ルなセッション転送に関して述べた．対応するB2BUA
の開発，実装を行い，基本的な処理が正常に動作する
ことを確認した．今後，本 B2BUAの特徴である再接
続の省略，及び音声，映像を独立にセッション転送す
る機能を拡張し，B2BUAを介することで発生するセッ
ション転送遅延の評価を行う．
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